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積
み
上
げ
た
八
十
年
に
あ
る
矜
恃

福
山
市　

村
田　

幸
夫

【
評
】
被
爆
八
十
年
、
戦
後
八
十
年
、
積
み
上
げ
た
平
和
は
私
た
ち
日
本
人
の

誇
り
で
す
。

八
月
の
予
定
は
平
和
へ
の
ロ
ー
ド

　

広
島
市　

羽
城　

裕
子

【
評
】
八
月
六
日
、
九
日
、
十
五
日
、
平
和
へ
の
道
は
ど
こ
ま
で
も
続
い
て
ゆ

く
の
で
す
。

お
は
よ
う
の
笑
顔
は
い
つ
も
洗
い
立
て

三
原
市　

笹
重　

耕
三

【
評
】
幸
せ
な
家
族
の
朝
の
情
景
が
見
え
る
よ
う
で
す
。「
お
は
よ
う
」「
笑
顔
」

が
爽
や
か
で
す
。
そ
し
て
下
五
の
「
洗
い
立
て
」
が
良
い
。

特
　

選

題
「
自
由
吟
」
　
　
　
小
島
　
蘭
幸
　
　
選
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こ
れ
か
ら
も
戦
後
百
年
二
百
年

広
島
市　

福
田　

淳
子

【
評
】
こ
の
平
和
が
ず
っ
と
続
い
て
欲
し
い
と
い
う
熱
い
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と

伝
わ
っ
て
来
ま
す
。「
百
年
二
百
年
」
の
リ
フ
レ
イ
ン
最
高
で
す
。

温
暖
化
も
し
か
し
て
核
よ
り
怖
い

呉
市　

熊
川　

勝
彦

【
評
】
猛
暑
、
大
雨
、
竜
巻
き
・
・
・
。
こ
の
句
は
、
温
暖
化
を
最
初
に
持
っ

て
来
た
こ
と
で
、
温
暖
化
の
怖
さ
が
よ
り
強
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
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空
想
で
君
の
名
字
に
な
っ
て
み
た�

福
山
市　

栗
原　

裕
子

玉
手
箱
抱
い
た
私
が
立
っ
て
い
る�

福
山
市　

田
辺　

豊
子

ダ
イ
エ
ッ
ト
阻
む
夫
の
半
分
こ�

広
島
市　

近
末　

夕
子

卵
焼
夫
の
味
が
好
き
で
し
た�

三
原
市　

蔀　
　

帆
子

ウ
ガ
イ
し
て
マ
ス
ク
を
掛
け
て
初
曾
孫�

竹
原
市　

室　
　

晃
二

老
い
る
身
の
こ
こ
ろ
は
せ
め
て
美
し
く�

尾
道
市　

村
上　

和
子

平
凡
が
い
い
人
生
の
着
地
点�

広
島
市　

河
浦　

邦
子

セ
ブ
島
で
パ
ラ
セ
ー
リ
ン
グ
青
春
だ�

県
立
福
山
誠
之
館
高
等
学
校
一
年　

新
田　
　

晄

ハ
ー
ド
ル
が
一
年
お
き
に
あ
る
卒
寿�

広
島
市　

大
林　

載
孝

帳
尻
を
合
わ
せ
て
旅
に
出
る
つ
も
り�

福
山
市　

早
川　

迷
子

入
　

選
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パ
リ
コ
レ
の
ド
レ
ス
着
こ
な
す
ウ
イ
ン
ド
ー�

尾
道
市　

岡
田　

容
子

夢
ば
か
り
見
て
い
た
頃
の
作
業
帽�

東
広
島
市　

大
木　

雅
彦

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
抱
き
つ
い
て
き
た
子
は
二
十
才�

広
島
市　

岡
田　

郁
枝

Ⅴ
サ
イ
ン
百
ま
で
生
き
た
顔
が
よ
い�

広
島
市　

岡
崎　

立
子

風
穴
を
開
け
た
女
の
初
一
念�

広
島
市　

吉
村　
　

充

ひ
と
言
が
明
日
の
扉
を
開
け
ま
し
た�

広
島
市　

中
野　

妙
子

柳
誌
来
る
も
う
載
ら
ぬ
名
を
ま
だ
探
す�

福
山
市　

門
田
ひ
と
み

大
病
は
心
を
洗
い
無
に
さ
せ
る�

広
島
市　

持
永　

光
子

シ
ェ
ー
カ
ー
を
振
る
マ
ス
タ
ー
に
一
目
惚
れ�

三
原
市　

吉
永　

団
風

皆
人
の
流
す
灯
籠
平
和
祈
ぐ�

広
島
市　

村
上　
　

中


